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組みあわせた半円と２点間の距離 

 

半円を２個，下の図のように垂直に組み合わせます。点Ｐは点Ｂから，点Ｑは点Ｃから矢印の向きに同時

に出発し，半円の弧の上を一定の速さで進んで３０秒後にそれぞれ点Ａ，点Ｂに重なって止まります。また，

半円１個の面積は５３０.６６㎝２です。次の問いに答えなさい。円周率は３.１４とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）点Ｐ，Ｑが出発するとき，２点の間の距離を１辺とする正方形の面積は何㎝２ですか。 

 

（２）点Ｐ，Ｑが出発してから２５秒後の，２点の間の距離は何㎝ですか。 
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組みあわせた半円と２点間の距離 （１）１３５２㎝２ （２）２６㎝ 

 

（１）図①のように半円の半径を□㎝とすると， 

□×□×３.１４×
１

２
＝５３０.６６より，□×□＝３３８です。 

点Ｐ，Ｑが出発するときの２点の間の距離は（□×２）㎝なので， 

それを１辺の長さとする正方形の面積は， 

（□×２）×（□×２）＝３３８×４＝１３５２（㎝２）です。 

 

（２）点Ｐ，Ｑは２５秒で，おうぎ形の弧の上を，１８０×
２５

３０
＝１５０（度）進んでいます。ここで 

図②と③を考えると，ＰＢとＱＢは重なるので，３点Ｐ，Ｑ，Ｂは一直線に並びます。よって，ＰＱを

１辺とする正方形を，図④のように描くことができます。図④のあみ目で示した正方形の面積は，ＡＢ

を１辺とする大きな正方形から，内角の大きさが９０度・７５度・１５度の直角三角形を４個除くこと

で求めることができます。直角三角形ＱＢＣの面積は（□×２）×（□×０.５）÷２によって求める

ことができるので，４個あわせると（□×２）×（□×０.５）÷２×４＝□×□×２となるので，大

きな正方形の半分の面積です。よって，あみ目で示した正方形の面積も，１３５２÷２＝６７６（㎝２）

です。 

 

   図②            図③           図④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ６７６＝２６×２６より，２点Ｐ，Ｑの間の距離は２６㎝です。 
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